
ドコモQ&A 特集

本サービスは金融機関がドコモのご契約者向けに新
たな融資サービスを提供できるようになるプラットフォー
ム※です。このプラットフォームの特長は、3つです。ドコ
モご契約者のご利用状況などから信用スコアを算出し、
金融機関の審査に活用する「ドコモスコアリング」、融資
サービスご利用のお客さま向けの専用アプリ「レンディ
ングマネージャー」、そしてドコモの電子ウォレットサービ
ス「ドコモ口座」などさまざまなドコモサービスとの連携
です。「レンディングマネージャー」からは、借入から返済
までの手続きができることに加え、お客さまごとの家計
と借入状況を可視化し、最適な返済計画をアドバイスし
ます。

新商品ラインナップとして、スマートフォン5機種、ド
コモケータイ2機種、ワンナンバーサービス対応製品1
機種、データ通信製品1機種の全9機種を開発しました。
これにより新商品は、Googleが提供する「Google 
Pixel 3」「Google Pixel 3 XL」を含め合計11機種の
ラインナップとなります。ワンナンバーサービスとは、1
つの電話番号を2台で共有できるサービスです。たとえ
ば、スマートフォンを親機、「ワンナンバーフォン」を子機
と設定することで、スマートフォンを自宅に置いたまま、
軽くて小さい「ワンナンバーフォン」だけをもって外出す
るといったご利用が可能です。

※�プラットフォームとは、特定の活動を行うために必要なインフラ（基盤やシス
テムなど）のこと。
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新サービス、新商品について
教えてください。 中期経営戦略

2020年代の
持続的成長に向けて

「ドコモ レンディングプラットフォーム」

2018－2019冬春
新商品11機種ラインナップ

今回も、みなさまの期待を上回る、驚き・
感動を提供すべく新しいサービス・商品を
ご用意しました。

新サービス

新商品

●詳しくはWebサイトでご確認ください

●詳しくはWebサイトでご確認ください

アプリ「レンディングマネージャー」画面イメージ

ドコモでは、dポイント会員と法人パートナーの拡大に
注力することで、会員数7,800万、法人パートナー数 
5,000社をめざします。そして、その会員基盤と法人パー
トナーをドコモのアセットで結びつけることで、新しい価
値を提供し、スマートライフビジネスと法人ビジネスなど
の収益機会を創出します。

スマートライフビジネスにおける金融・決済事業では、
これまでのdカードやdポイントに加え、今後はd払いや
ドコモ口座などを含めた決済基盤全体のエコシステム※1

を進化、拡大させることで、事業成長を実現します。そ
のために、dポイントやd払い、iDを利用できる場所を
約90万から200万か所へ拡大させ、お客さまの利便性
を向上させることで、取扱高6兆円をめざします。

法人ビジネスでは、お客さま、法人営業、研究開発部
門が三位一体で連携した小規模チーム「トップガン」と

「5Gオープンパートナープログラム※2」などの取組みに
より、ソリューションを創出し、社会課題の解決をめざし
ます。これらの取組みにより、2017年度比約2倍である
法人ソリューション収益1,200億円をめざします。

顧客基盤をベースとした収益機会創出

ドコモの
アセット

新たな付加価値の創造

パートナー
法人パートナー

5,000社
（2021年度目標）

会員基盤
会員数

7,800万
（2021年度目標）

ドコモは、中期経営戦略として、「beyond宣言」の実現に向けた取組みと中期目標を発表しました。
その基本方針は、「会員を軸とした事業運営への変革」と「5Gの導入とビジネス創出」で、
「顧客基盤をベースとした収益機会創出」、「5Gによる成長」、「お客さま還元の実施と
お客さま接点の進化」の3点に取り組みます。特集では、その取組みと中期オペレーション指標を解説します。

※1� エコシステム：特定の業界全体の収益構造を表す単語。一社ではなく複数の企業が協調し、収益構造を高めることをめざしている。
※2� �5Gオープンパートナープログラム：ドコモがパートナーとなった企業・団体に対し、5Gの技術や仕様に関する情報の提供や5Gのデモ環境と試験環境を利用可能な、ドコ

モ5GオープンラボTMの提供、パートナー間の意見交換を行う5Gパートナーワークショップの場を提供するもの。
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